
Creative（創造的）、Simple（やさしく、簡単に）、Beautiful（美しく）。これは、フライングモールが
考える製品開発思想です。不可能を可能に。私たちは、環境にやさしい21世紀型のエレクトロニ
クス商品開発を目指します。 

Bi-Phase Fusion Technology

電源部とアンプ部を融合した新技術“Bi-Phase Fusion Technology”により、電源を含めたパワーアン

プの総合変換効率85％（弊社測定）を達成。従来アナログアンプが３０％前後、デジタルアンプの６0％

前後の効率に比べ（弊社測定）、圧倒的に発熱が少ない為、ヒートシンク等不要で小型化を実現。 

オーディオ信号を0.2MHz～5.0MHzに変換する特殊な変調方式によるアンプ部の高周波化と、

0.2MHzの固定周波数によるフル共振型電源回路方式の採用により、出力１６０Ｗで、大幅な小型化

に成功。コイル・コンデンサー・トランス等大型部品 を大幅に小型化しました。 

Ｂｉ-Ｐｈａｓｅ回路方式のアンプ部とフル共振型電源回路方式電源部の融合により、回路部品点数の

大幅な削減、小型化を実現。 

サイズとパワーだけが優れていてもパワーアンプとしては失格。DAD-M1は周波数特性：DC～50kHz 

（＋0,－3dB）/8Ω、全高調波歪率（THD）：0.02％（1kHz、50W出力時）のハイスペックで高音質。 

自然空冷・ケース密閉構造で、ケース表面温度約４３℃（Δｔ約１８℃、規定温度試験条件で弊社測定）

の驚異的な低発熱を実現。 

本機の電源部およびアンプ部に使用しているICは，小型化・高性能化の実現の為，すべて（株）フライ

ングモールにて独自に開発したものであり，他社の汎用ICは使用しておりません。 

驚異の総合変換効率85％ 

高周波化・高速化による小型化 

アンプ部と電源部の 
回路融合による小型化 

高音質・高性能DCアンプ 

自然空冷・密閉構造の実現 

新開発の電源IC・アンプIC 
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電源含むアンプ総合効率特性 
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